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前
年
度
比
で
、
16
億
４
９
５
０
万
円
の
減
、
率
に
し

て
11
・
３
％
の
減
で
あ
る
。
主
な
要
因
は
、
合
併
特

例
債
や
過
疎
対
策
事
業
債
、
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど

町
債
の
減
と
災
害
復
旧
事
業
補
助
金
な
ど
国
庫
支
出

金
の
減
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

前
年
度
比
で
、
11
億
６
６
３
１
万
円
の
減
、
率
に
し

て
８・
６
％
の
減
で
あ
る
。
主
な
要
因
は
、庁
舎
・
病

院
建
設
・
豊
松
支
所
の
改
修
工
事
が
完
了
し
た
こ
と

に
よ
る
建
設
費
の
減
と
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
の

復
旧
完
了
に
よ
る
歳
出
減
で
あ
る
。

歳入

歳出

一般会計一般会計  129129億億   68506850万円万円（歳入）（歳入）

をを  黒字黒字   でで  決算認定決算認定

（単位万円）（四捨五入）

　
９
月
定
例
会
は
、９
月
５
日
か
ら
９
月
26
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
の
全
会
計
を
決
算
認
定
し
、
令
和
５
年
度
の
補
正
予
算
を
含
め
32
議
案
を
審
議
し
、
す
べ

て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、７
人
が
町
長
、教
育
長
に
行
政
課
題
な
ど
に
つ
い
て
質（
た
だ
）し
ま
し
た
。

９月
定例会

歳入歳入
129億6850万円129億6850万円

町税
10億3570

町債
9億1330

使用料及び手数料
1億4935

繰入金
5億8123

自主財源
38億2326
自主財源
38億2326

繰越金
7億4112

その他の収入
13億1587

地方譲与税
2億6875
各種交付金
2億6285

地方交付税
53億3317

依存財源
91億4524
依存財源
91億4524

国庫支出金
12億8778

県支出金
10億7940

基金などから繰入

住民税・
固定資産税など借入金

県からの
補助金など

国の
補助金など

国からの
交付金

次年度繰越金
7億2277
次年度繰越金
7億2277

歳出歳出
123億3055万円123億3055万円

繰出金
10億1021

貸付金
3650

積立金
6億7461

補助費等
28億8780

物件費
21億8880

維持補修費
7812

災害復旧事業費
7億604

普通建設
事業費
14億7211

公債費
13億6715

人件費
13億7383

義務的経費
32億7636
義務的経費
32億7636

投資的経費
21億7815
投資的経費
21億7815

その他
68億7604
その他
68億7604

扶助費
5億3538

児童手当・
福祉関係手当など

特別会計へ

各種団体への
補助金

職員の給与・
手当など

施設維持
管理経費など

借金返済金
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令和４年度決算

決算指数の推移
121

■地方債現在高　■基金残高（億円）（四捨五入）

6.0%

78.3%

5.6%6.5% 6.3% 5.7%

80.3%
77.4%

82.2%

実質公債費比率 経常収支比率
R4R3H30 R1 R2

112

R4

126
108

R3

120
103

H30

122
102

R1

124
106

R2

73.4%

令和４年度 各会計歳入歳出総括表
� 単位：万円（四捨五入）

会計名 歳入決算額 歳出決算額 繰越財源 差引残高

一 般 会 計 129億6850 123億3055 6611 5億7184

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 10億1929 9億8180 3749

後 期 高 齢 者 医 療 3億6277 3億6118 159

介 護 保 険 19億2155 18億7355 4800

簡 易 水 道 事 業 3億4724 2億5561 9164

飲料水供給施設事業 4552 3863 689

農業集落排水事業 2億5767 2億4110 125 1532

総 合 開 発 事 業 314 314

分 収 育 林 事 業 6 6

企業
会計 病 院 事 業 会 計 5億7029 6億1262 △4233

合　　　　　計 174億9602 166億9823 6736 7億3044

　経常収支比率は 78.3％、実質公債費比率は 6.0%で昨年より 0.4 ポイント増

となった。実質収支は黒字決算で５億 7184 万円を翌年度に繰り越す事業に充

てるとともに、２億 9000 万円を財政調整基金に積み立てた。

　基金総額は約 118 億 1700 万円で前年度と比較すると約４億 3600 万円、率

にして 3.8％の増となった。基金運用収益は約 3600 万円であった。

　以上のことから、令和４年度の財政運営は健全かつ適切である。

　自主財源は 29.5％依存財源 70.5％となっており、引き続き危機感をもって

行財政運営に努めていくことを望む。

令和４年度決算令和４年度決算

をを  黒字黒字   でで  決算認定決算認定一般会計一般会計
特別会計特別会計

※経常収支比率とは
財政構造の弾力性を表すもの。
��高すぎると新しい施策が出来なくなる。
��70～80％が理想とされる。

※実質公債費比率とは
町の収入に対する負債返済の割合を示す。
（18％以上だと借入に国・県の許可が必要）
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業
者
の
指
名

停
止
期
間
を
町
内
と
町
外
事

業
者
で
見
直
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　
　
　
指
名
除
外
要

綱
で
国
の
基
準
に
沿
っ
て
対

応
し
て
い
る
の
で
、
現
在
の

と
こ
ろ
、
見
直
す
考
え
は
な

い
。

　
　
　
　
　
　
現
在
担
い
手

が
取
得
し
て
い
る
免
許
だ
け

で「
大
型
ド
ロ
ー
ン
」「
有

害
鳥
獣
駆
除
」や「
次
世
代

育
成
教
育
」な
ど
の
各
種
事

業
が
行
え
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
「
大
型

総
務
課

久
保
田
議
員

総
務
課
長

未
来
創
造
課

地
産
地
防
推
進
事
業

小
川
善
議
員

未
来
創
造
課
長

ド
ロ
ー
ン
」や「
有
害
鳥
獣

駆
除
」は
メ
ー
カ
ー
に
よ
る

実
験
を
考
え
て
い
る
。

　
担
い
手
は
、
完
全
目
視
外

自
立
飛
行
な
ど
更
に
上
級
の

免
許
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら

訓
練
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
現
在
建
築
中

の
こ
ば
た
け
保
育
所
の
現
場

打
合
せ
や
監
理
に
保
育
所
職

員
な
ど
立
ち
会
わ
せ
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
育

所
と
調
整
を
行
い
な
が
ら
必

要
な
時
に
は
同
席
さ
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
現
況

は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
員

登
録
状
況
は
、
提
供
会
員
が

４
名
、
依
頼
会
員
は
１
名
。

引
き
続
き
募
集
し
て
い
く
。

子
育
て
応
援
課

保
育
所
施
設
整
備
事
業

小
川
善
議
員

子
育
て
応
援
課
長

子
育
て
援
助
活
動
支
援

横
山
議
員

子
育
て
応
援
課
長

で
き
れ
ば
委
託
業
者
が
あ
れ

ば
委
託
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
出
産
育
児
伴

走
型
支
援
事
業
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
妊
娠

届
と
出
生
届
を
出
さ
れ
た
方

に
、
伴
走
型
の
子
育
て
支
援

と
し
て
経
済
的
支
援
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
応
援
ギ
フ

ト
と
し
て
１
人
５
万
円
を
支

給
す
る
も
の
。

　
令
和
４
年
度
は
、
妊
娠
時

が
47
人
、
出
産
時
30
人
に
支

給
し
た
。

　
　
　
　
　
　
在
宅
介
護
支

援
事
業
月
５
０
０
０
円
で
は

不
十
分
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
給
付
額
は
近

出
産
育
児
伴
走
型
支
援

横
山
議
員

子
育
て
応
援
課
長

福
祉
課

在
宅
介
護
支
援
事
業

林　
議
員

福
祉
課
長

令
和
４
年
度　

決
算
質
疑

隣
市
町
を
参
考
に
し
て
お
り
、

経
済
的
・
精
神
的
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
の
取
り
組
み
だ
。

　
　
　
　
　
　
令
和
６
年
度

が
こ
の
事
業
の
最
終
年
度
と

健
康
衛
生
課

風
疹
抗
体
検
査
事
業

小
川
善
議
員

な
る
。
保
有
率
90
％
を
目
標

に
し
て
い
る
が
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
成
人
の

感
染
は
重
症
化
し
、
妊
婦
が

か
か
る
と
胎
児
の
心
臓
へ
の

疾
患
と
な
る
場
合
が
あ
る
の

で
国
が
積
極
的
に
こ
の
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

　
職
場
検
診
な
ど
で
風
疹
予

防
の
必
要
性
な
ど
を
呼
び
か

け
る
。

健
康
衛
生
課
長

大型ドローンでの輸送飛行実験

こばたけ保育所上棟式

決算質疑
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や
す
ら
ぎ
苑

の
業
務
委
託
を
入
札
に
し
て

は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
県
内
の

状
況
も
見
な
が
ら
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
地
元
管
理
の

飲
料
水
給
水
施
設
の
管
理
助

成
を
増
額
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
、

増
額
は
考
え
て
い
な
い
が
、

将
来
的
に
は
検
討
し
た
い
。

や
す
ら
ぎ
苑
施
設
経
費

藤
田
議
員

健
康
衛
生
課
長

飲
料
水
確
保
対
策
事
業

藤
田
議
員

健
康
衛
生
課
長

産
業
課

林
業
再
構
築

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　
　
　
　
　
　
作
業
道
補
助

金
単
価
の
積
算
根
拠
と
検
査

の
方
法
は
。

　
　
　
　
　
　
積
算
根
拠
は
、

国
が
毎
年
示
し
て
い
る
非
公

共
事
業
に
係
る
森
林
作
業
道

の
標
準
単
価
、
１
ｍ
当
た
り

２
０
０
０
円
に
基
づ
い
て
積

算
し
て
い
る
。

　
検
査
方
法
は
、
町
が
施
工

業
者
立
会
の
も
と
、
現
地
で

延
長
、
幅
員
、
横
断
溝
な
ど

計
測
し
て
、
設
計
書
と
照
合

し
て
検
査
を
し
て
い
る
。

柏
床
議
員

産
業
課
長

　
　
　
　
　
　
既
存
町
道
の

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
長
寿

命
化
の
予
算
実
績
は
。

　
　
　
　
　
　
平
成
26
年
度

に
、
１
・
２
級
の
町
道
約
２

９
０
㎞
の
路
面
の
状
況
調
査

を
実
施
し
た
結
果
、
全
体
の

59
・
６
％
の
補
修
が
必
要
と

の
結
果
が
で
た
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
、
緊
急

自
然
災
害
防
止
対
策
事
業
債

を
活
用
し
、
町
道
の
舗
装
の

長
寿
命
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
令
和
４
年
度
の
実
績
は
２

６
０
０
万
円
余
、
単
独
町
費

で
小
規
模
補
修
２
０
０
０
万

円
余
の
予
算
で
取
り
組
ん
だ
。

建
設
課

道
路
維
持
費

柏
床
議
員

建
設
課
長

　
　
　
　
　
　
い
き
い
き
パ

ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
の
成
果
と
課

題
は
。

　
　
　
　
　
　
町
内
４
地
区

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
提
供
し
て
い

る
。

　
87
人
が
上
半
期
、
72
人
が

下
半
期
に
参
加
し
た
。

　
６
ヶ
月
後
の
体
力
測
定
で

８
割
以
上
が
改
善
ま
た
は
健

康
維
持
の
結
果
と
な
っ
た
。

課
題
は
継
続
的
な
参
加
環
境

整
備
で
あ
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計

林　
議
員

福
祉
課
長

斎場やすらぎ苑

跡地利用を検討中の旧町立病院

　
　
　
　
　
　
旧
町
立
病
院

の
跡
地
活
用
は
。

病
院
事
業
特
別
会
計

久
保
田
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
３

年
９
月
検
討
委
員
会
で
２
案

提
案
さ
れ
た
。

　
解
体
は
５
億
円
か
か
り
財

源
的
に
困
難
で
あ
り
、
建
物

の
一
部
を
改
修
し
て
利
用
で

き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

健
康
衛
生
課
長

道路維持

決算質疑
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令
和
４
年
度 

決
算
審
査
意
見
書（
抜
粋
）

　
令
和
４
年
度
神
石
高
原
町
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
、
同
事
項
別
明
細
書
、

実
質
収
支
に
関
す
る
調
書
お
よ
び
財
産
に
関
す
る
調
書
は
関
係
法
令
に
準
拠

し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
決
算
数
値
は
い
ず
れ
も
関
係
諸
帳
簿
等
と
符
合
し

正
確
で
あ
る
。
予
算
の
執
行
は
、
適
正
で
あ
る
。

　
基
金
運
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
計
数
は
正
確
で
あ
り
、
そ
の
運
用
状
況
は
、

神
石
高
原
町
各
基
金
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
目
的
に
従
っ
て
適
正
に
行
わ

れ
て
い
る
。
決
算
に
み
る
歳
入
財
源
内
訳
は
、
自
主
財
源
率
が
5.5
ポ
イ
ン
ト

改
善
し
て
い
る
が
、
財
政
基
盤
の
脆
弱
な
本
町
に
お
い
て
は
、
な
お
一
層
効

率
的
で
健
全
な
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
る
。

　
病
院
事
業
会
計
で
は
、
継
続

的
に
地
域
医
療
体
制
を
堅
持
す

る
た
め
財
源
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、
町
立
病
院
運
営
に
あ

た
っ
て
は
、
経
営
努
力
に
徹
し
、

住
民
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
医
療
提

供
に
努
め
、
信
頼
さ
れ
る
病
院

と
な
る
よ
う
鋭
意
努
力
さ
れ
た

い
。

　
　
代
表
監
査
委
員

�

橋
　
本
　
龍
　
之

　
　
監
査
委
員

�

木
野
山
　
孝
　
志

指摘事項

１）信用失墜行為の再発防止について
　 �町民の福祉の向上と町政発展のため、目的意識をもって信頼の回復に努められたい。

２）井関地区第２定住団地整備事業について
　 �事業遅延の感が否めない、着実な事業推進を求める。

３）地籍調査事業の停滞地区の解決について
　 �早期完了にむけた取り組みを強化されたい。

４）旧油木百彩館施設の活用について
　 �提案されている実施計画を広く地域に広報し、期待され愛される拠点になるために
も、「要望及び提案」に応えられた拠点施設にされたい。

５）収入未済額について
　 �４年間右肩上がりで増加しており、多額である。不納欠損処理に至らないよう徴収
努力を強く求める。

9月補正予算
決算審査意見書
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補
正
予
算
質
疑

　
　
　
　
　
　
旧
三
和
民
俗
資
料
館

の
跡
地
に
地
元
住
民
に
よ
る
利
用
計

画
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
以
前
は

校
舎
の
解
体
費
用
、
今
回
支
障
木
の

伐
採
予
算
１
８
１
万
円
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
跡
地
利
用
計
画
書
は
議
会

に
出
さ
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
町
に
計
画
書
は
出
て

い
る
が
、
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
な
く

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
あ
り
、
県
と

協
議
し
て
い
る
。
県
と
の
協
議
が
ま

と
ま
っ
た
ら
早
急
に
提
出
す
る
。

　
　
　
　
　
　
３
２
０
０
万
円
減
額

で
本
年
度
の
事
業
量
に
影
響
は
で
な

い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
近
田
、
草
木
、
高
光

地
区
の
一
筆
調
査
は
予
定
通
り
実
施

す
る
。
上
豊
松
地
区
の
２
年
目
の
事

業
を
予
定
し
て
い
る
。
現
在
、
影
響

普
通
財
産
管
理
運
営
経
費

久
保
田
議
員

総
務
課
長

地
籍
調
査
事
業

柏
床
議
員

住
民
課
長

は
無
い
。

　
　
　
　
　
　
矢
不
立
城
址（
や
た

た
ず
じ
ょ
う
し
）公
園
の
支
障
木
伐

採
は
。

　
　
　
　
　
　
現
在
、
神
龍
湖
が
全

く
見
え
な
い
よ
う
な
状
態
で
あ
り
、

竹
・
草
・
木
を
景
色
が
一
望
で
き
る

よ
う
伐
採
・
枝
打
ち
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
支
障
木
伐
採
経
費
、

４
地
区
で
２
０
０
０
万
円
計
上
だ
が
、

伐
採
計
画
は
。

　
　
　
　
　
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

路
線
を
優
先
し
て
実
施
す
る
。

自
然
公
園
等
管
理
運
営
経
費

帝
釈
峡
神
龍
湖
の
眺
望
改
善

林　
議
員

産
業
課
長

道
路
維
持
補
修
経
費

柏
床
議
員

建
設
課
長

9月補正予算 4億1789万円
一般会計補正予算総額

127億6926万円
一般会計補正後予算現計

（四捨五入）

コミュニティ施設	
管理経費

282万円

病院事業会計補助経費

政策医療交付金精算返還分
△1978万円

地籍調査事業

△3212万円
交付金減額による
事業の見直し

令和５年７月豪雨災害	
道路・橋梁 復旧工事

道路　11件
河川　  2件

1億9200万円

子育て世帯生活支援
特別給付金給付事業

低所得の子育て世帯
児童１人当たり一律５万円

140万円

町道維持補修経費

支障木伐採　　　2000万円
町道維持・補修　2000万円ほか

4200万円

特殊詐欺防止対策電話機器の購入費用の一部を補助
特殊詐欺や悪質な電話勧誘を防ぐため、特殊詐欺などを防止する機能があ
る電話機器購入費用の２分の１（上限１万円）を補助します。
※交付は未来創造課で申請手続きを行ってください。

補正予算質疑
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一 

般 

質 

問

問

答

旧百彩館の改修計画
と進捗状況は

年内に設計を完了予定

柏
かしわ

床
と こ

　由
よ し

夫
お

  議員

問

答

本年度学力テストの
結果は

確かな学力の定着は
十分でない

小
お

川
が わ

　善
よ し

久
ひ さ

  議員

質
疑
の
一
部
を
要
約

し
て
お
伝
え
し
ま
す

均
を
下
回
っ
た
。
こ
の
結
果

か
ら
、
確
か
な
学
力
の
定
着

は
十
分
で
な
か
っ
た
。

　
今
後
の
対
策
は
、
小
中
学

校
と
も「
原
因
と
結
果
」

「
意
見
と
根
拠
」
な
ど
、
情

報
の
関
係
を
理
解
さ
せ
る
こ

と
や
、
複
数
の
資
料
か
ら
答

え
を
導
き
出
す
こ
と
な
ど
の

関
連
付
け
が
必
要
で
あ
る
。

	

本
町
で
は
英
語
教
育
に

力
を
入
れ
て
い
る
が
、

い
か
に
考
え
て
い
る
か
。

	

教
育
長
　
実
際
の
場
面

設
定
を
意
識
し
た
授
業

を
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
考
え
る
。

　

本
町
が
行
っ
た
暗
唱
大
会

で
は
、
自
分
の
考
え
を
英
語

で
発
表
す
る
こ
と
や
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
油
木
高
校
卒
の
留
学

生
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
短

期
留
学
生
の
話
を
聞
く
こ
と

に
よ
り
、
英
語
へ
よ
り
興
味
を

も
ち
身
近
に
感
じ
る
取
り
組

み
を
行
って
い
る
。

問答

働
支
援
セ
ン
タ
ー
が
主
催
で

開
催
さ
れ
て
い
る
出
店
者
に

よ
る
朝
市
が
引
き
続
き
で
き

る
よ
う
考
慮
し
な
が
ら
協
議

会
の
意
見
を
伺
い
、
設
計
作

業
を
進
め
て
い
る
。

	
設
計
の
完
了
予
定
と
、

工
事
予
定
は
。　

	

町
長
　
設
計
業
務
に
つ

い
て
12
月
末
に
は
業
務

完
了
す
る
予
定
で
、
工
事
費

を
３
月
補
正
も
し
く
は
令
和

６
年
度
当
初
予
算
に
計
上
し
、

令
和
６
年
度
中
の
改
修
工
事

の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

	

旧
油
木
百
彩
館
の
新
し

い
運
営
形
態
は
。

	

副
町
長
　
運
営
形
態
は
、

指
定
管
理
者
制
度
で
運

用
す
る
。

	

何
年
間
の
指
定
管
理
期

間
か
。

	

産
業
課
課
長
補
佐　
３

年
間
を
予
定
し
て
い
る
。

問答問答問答

	

本
年
度
実
施
さ
れ
た
、

全
国
学
力
学
習
状
況
調

査
の
結
果
と
そ
の
対
応
策
は
。

	

教
育
長
　
小
学
校
第
６

学
年
は
、
国
語
お
よ
び

算
数
を
中
学
校
第
３
学
年
は
、

国
語
、
数
学
お
よ
び
英
語
に

つ
い
て
４
月
に
実
施
し
た
。

　
本
町
と
県
平
均
と
の
比
較

は
、
小
学
校
で
は
、
国
語
１
・

８
％
、
算
数
－2
・
６
％
で
、
国

語
は
県
平
均
を
上
回
っ
た
。

　

中
学
校
で
は
、
国
語
－1
・

５
％
、
数
学
－3
％
、
英
語

－9
％
で
、
３
教
科
と
も
県
平

問答

	

旧
百
彩
館
の
改
修
計
画

の
進
捗
状
況
と
、
今
後

の
計
画
は
。

	

町
長
　
施
設
改
修
設
計

事
業
者
が
決
定
し
、

「
旧
油
木
百
彩
館
民
営
化
再

生
協
議
会
」か
ら
の
提
案
内

容
を
も
と
に
基
本
設
計
に
着

手
し
て
い
る
。

　

新
た
な
施
設
は
、
複
数
の

事
業
者
に
よ
る
も
の
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
活
用
を
計
画

し
、
施
設
の
外
は
、
油
木
協

問答

	

油
木
高
校
で
は
、
進
学

率
を
上
げ
る
取
り
組
み

と
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
連

携
は
。

	

教
育
長
　
小
中
高
の
教

員
が一堂
に
会
し
て
、
学

習
会
な
ど
実
施
し
て
い
る
。

	

幼
稚
園
や
保
育
所
と
の

横
の
連
携
が
必
要
で
は
。

	

町
長
　
幼
保
小
中
高
へ

の
繋
が
り
は
重
要
で
あ

る
。

　
情
報
共
有
し
、
連
携
を
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

	

教
育
長
　「
育
て
た
い

力
」
を
共
通
認
識
と
し
、

各
学
校
で
の
取
り
組
み
の
情

報
を
共
有
化
す
る
。

中
高
連
携
は

問答問答答

	

指
定
管
理
者
が
ま
だ
決

定
し
て
い
な
い
。「
旧
油

木
百
彩
館
民
営
化
再
生
協
議

会
」へ
丸
投
げ
の
状
況
で
は

な
い
か
。

	

副
町
長
　
町
が
指
定
管

理
者
を
決
定
す
る
が
、

今
ま
で
の
協
議
会
の
議
論
を

尊
重
し
て
指
定
管
理
者
を
決

定
す
る
。

	

町
は
、
課
題
を
ど
の
様

に
受
け
止
め
る
の
か
。

地
元
の
方
は
、
野
菜
な
ど
の

販
売
の
希
望
が
あ
り
、
月
１

回
の
軽
ト
ラ
朝
市
を
開
催
し

て
い
る
。
無
人
市
場
な
ど
の

対
応
を
考
え
て
は
。

	

町
長
　
提
案
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
ど
う
い
う

形
で
具
現
化
し
て
い
く
か
油

木
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
と
協

議
し
な
が
ら
進
め
て
行
き
た

い
。 問答問答

英語暗唱大会
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問

答

病後児保育の
運営体制は

近隣市町の状況を参考
に検討中

横
よ こ

山
や ま

　素
も と

子
こ

  議員

問

答

町営施設の指定管理
を議決事項に

すでに議決事項である

林
はやし

　憲
け ん

志
じ

  議員

な
ど
は
こ
れ
か
ら
近
隣
市
町

の
状
況
を
参
考
に
早
期
に
検

討
を
し
て
い
く
。

	

早
急
に
決
め
て
保
護
者

へ
の
説
明
も
早
く
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

	

子
育
て
応
援
課
長

本
年
中
に
は
、
条
例
や

要
綱
な
ど
の
整
備
を
行
う
。

	

県
立
油
木
高
校
は
、
少

子
化
に
伴
い
、
将
来
存

続
が
危
ぶ
ま
れ
る
が
、
町
外

か
ら
の
生
徒
を
呼
び
寄
せ
る

更
な
る
魅
力
化
に
取
り
組
む

べ
き
で
は
。

	

町
長
　
令
和
５
年
度
の

入
学
者
は
地
元
中
学
校

か
ら
36
人
で
、
町
外
か
ら
は

25
人
で
あ
る
。
進
学
率
は
町

問答問答

	

旧
油
木
百
彩
館
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
後
に
入
店

予
定
の
カ
フ
ェ
は
。

　
　
町
長
　
現
在
検
討
中
で

は
あ
る
が
、
国
道
１
８

２
号
沿
い
好
立
地
を
活
か
し
、

バ
イ
カ
ー
向
け
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
提
供
で
新
客
層
獲
得
、

休
日
の
収
益
増
加
を
目
指
し

て
い
る
。

	

昨
年
発
生
し
た
ヘ
リ
の

墜
落
事
故
の
原
因
と
再

発
防
止
策
の
提
示
や
町
と
の

協
議
・
連
絡
体
制
は
。

　
　
町
長
　
基
本
的
に
町
が

行
う
の
で
は
な
く
、
国

土
交
通
省
運
輸
安
全
委
員
会

が
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
事
故
原
因
究
明
中
で
あ

る
。 旧

油
木
百
彩
館
の

予
定

問答ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

墜
落
事
故

問答

	

こ
ば
た
け
保
育
所
に
新

た
に
併
設
さ
れ
る
病
後

児
保
育
施
設
の
運
営
体
制
は
。

	

町
長
　
子
育
て
応
援
課

配
属
の
保
健
師
、
保
育

士
各
１
人
を
基
本
に
、
通
常

勤
務
に
加
え
対
応
に
あ
た
る

予
定
。

　
ま
た
、
対
応
職
員
の
病
後

児
保
育
研
修
も
実
施
す
る
。

	

対
象
年
齢
と
利
用
範
囲

は
。

	

子
育
て
応
援
課
長

対
象
年
齢
や
利
用
料
金

問答問答

	

町
営
施
設
の
指
定
管
理

化
や
、
民
間
と
の
包
括

連
携
協
定
を
議
決
事
項
に
加

え
る
べ
き
で
は
。

　
　
町
長
　
指
定
管
理
者
の

選
定
は
、
条
例
で
規
定

さ
れ
議
決
事
項
と
し
て
い
る
。

民
間
と
の
包
括
連
携
協
定
は
、

不
利
益
協
定
は
な
い
。
議
決

は
不
要
、
議
会
へ
の
説
明
は

行
って
い
る
。

問答

内
が
59
％
、
町
外
が
41
％
と

な
って
い
る
。

　
は
や
ぶ
さ
塾
や
神
ゼ
ミ
の

開
設
、
ま
た
外
部
専
門
指
導

者
の
派
遣
や
各
種
検
定
の
補

助
、
海
外
留
学
な
ど
の
財
政

支
援
を
幅
広
く
行
って
い
る
。

　
町
内
の
生
徒
数
が
減
少
し

て
い
る
の
が
課
題
だ
。

　
引
き
続
き
、
油
木
高
校
の

魅
力
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

	

旧
油
木
百
彩
館
の
再
整

備
計
画
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
施
設

が
で
き
る
の
か
。
特
に
油
木

地
区
周
辺
住
民
は
不
安
に

思
っ
て
い
る
。８
月
の
軽
ト
ラ

市
で
は
お
盆
の
花
を
求
め
て

多
く
の
方
が
並
び
、
大
盛
況

だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
住
民

の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
施
設

に
し
て
頂
き
た
い
。

	

町
長
　
当
初
か
ら「
賑

わ
い
」
を
柱
に
計
画
を

進
め
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も

ぶ
れ
る
事
な
く
進
め
て
い
く
。

旧
油
木
百
彩
館

問答

	

地
域
猫
活
動
の
取
り
組

み
は
。

　
　
町
長
　
犬
の
場
合
は
狂

犬
病
予
防
法
で
動
物
愛

護
セ
ン
タ
ー
が
捕
獲
し
て
い

る
が
、
猫
は
法
律
上
の
扱
い

が
異
な
り
、
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
が
捕
ま
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
地
域
猫
活
動
の
取

り
組
み
が
広
が
って
お
り
、
こ

う
し
た
情
報
を
住
民
に
提
供

し
て
い
る
。
	

社
会
教
育
の
協
働
支
援

セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
は
。

	

町
長
　
町
は
行
政
と
協

働
支
援
セ
ン
タ
ー
で
生

涯
学
習
・
社
会
教
育
を
推
進

し
て
い
る
。

　

各
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
が

特
色
を
活
か
し
、
教
育
の
質
・

中
立
性
・
公
平
性
に
取
り
組

み
連
携
を
強
化
し
て
い
る
。

野
良
猫
・
迷
い
猫

対
策

問答社
会
教
育
の
行
政
の
、協
働

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
行

問答

好評の軽トラ朝市

一般質問

9　神石高原町議会だより  №76　2023.10.15



問

答

ナラ枯れ被害対策は

必要に応じて被害対策
を講じる

小
お

川
が わ

　清
せ い

治
じ

  議員

問

答

ふれあいタクシー料金
の見直しを

通院時の料金の見直し
を指示

久
く

保
ぼ

田
た

　龍
りゅう

泉
せ ん

  議員

播
し
、
根
か
ら
水
を
吸
い
上

げ
る
機
能
が
弱
ま
る
こ
と
で

枯
死
す
る
現
象
で
、
主
に
７

～
９
月
頃
に
被
害
が
確
認
さ

れ
る
。

	

ナ
ラ
枯
れ
の
被
害
対
策

は
。

	

町
長
　
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ

ク
イ
ム
シ
を
駆
除
す
る

事
が
効
果
的
で
、
薬
剤
く
ん

蒸
処
理
が一般
的
に
行
な
わ
れ

る
。

　
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
中
、

広
島
県
と
連
携
を
密
に
し
、

被
害
の
発
生
状
況
を
共
有
し
、

必
要
に
応
じ
て
被
害
対
策
を

講
じ
る
。

	

今
年
は
さ
ら
に
被
害
が

拡
大
し
て
い
る
。
町
内

問答問

	

町
長
　
高
齢
者
の
方
の

生
き
が
い
や
健
康
づ
く

り
な
ど
の
活
動
や
生
活
を
支

え
る
移
動
手
段
と
し
て
多
く

の
方
に
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
事
業
開
始
後
利
用
が
増
え

事
業
費
が
増
加
す
る
状
況
が

続
く
と
と
も
、
タ
ク
シ
ー
運

賃
の
引
き
上
げ
も
重
な
り
事

業
の
継
続
の
た
め
利
用
料
金

の
引
き
上
げ
と
利
用
回
数
の

見
直
し
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
長
引
く
物
価
高
騰

に
よ
り
利
用
者
の
方
や
多
く

の
議
員
か
ら
通
院
時
に
お
け

る
料
金
の
見
直
し
に
つ
い
て

要
望
を
お
聞
き
す
る
機
会
が

増
え
て
き
た
。

答

	

わ
が
町
の
ナ
ラ
枯
れ
被

害
の
現
状
は
。

	

町
長
　
広
島
県
が
令
和

５
年
１
月
に
作
成
し
た

資
料
に
よ
る
と
、
令
和
２
年

ま
で
は
０
本
、
令
和
３
年
７

本
、
令
和
４
年
１
１
６
本
と

急
激
に
被
害
が
増
え
て
い
る
。

	
ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
発
生

メ
カ
ニ
ズ
ム
は
。

	

町
長
　
ナ
ラ
類
な
ど
の

樹
幹
に
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ

ク
イ
ム
シ
が
入
り
込
む
こ
と

で
、
ナ
ラ
菌
が
樹
幹
内
で
伝

問答問答

	

ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
料

金
は
令
和
２
年
度
か
ら

町
内
一
律
９
０
０
円
に
改
正

さ
れ
た
が
、
物
価
高
騰
の
中

負
担
が
増
え
料
金
の
見
直
し

を
求
め
る
声
が
あ
る
。
毎
日

病
院
で
ガ
ー
ゼ
交
換
や
点
滴

が
必
要
な
人
が
お
ら
れ
タ
ク

シ
ー
代
往
復
１
８
０
０
円
を

負
担
し
て
い
る
。
ま
た
、
地

域
の
老
人
会
や
サ
ロ
ン
、
認

知
症
予
防
カ
フ
ェ
な
ど
行
事

に
も
同
様
に
負
担
が
あ
る
。

料
金
の
見
直
し
を
検
討
す
べ

き
で
は
。

問

の
山
林
で
は
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ

ク
イ
ム
シ
が
穿せ
ん

入に
ゅ
う

し
フ
ラ
ス

が
大
量
に
出
た
樹
幹
が
多
く

見
ら
れ
、
今
年
枯
れ
た
木
が

沢
山
あ
る
。

　
枯
れ
た
枝
の
落
下
や
幹
の

倒
壊
に
よ
る
被
害
、
景
観
の

悪
化
、
土
砂
災
害
防
止
、
二

酸
化
炭
素
の
吸
収
、
エ
サ
不

足
に
よ
る
鳥
獣
被
害
、
生
物

多
様
性
の
維
持
な
ど
、
森
林

が
持
つ
様
々
な
機
能
の
劣
化

を
も
た
ら
す
た
め
、
被
害
対

策
に
早
期
に
取
り
組
む
べ
き

で
は
。

	

町
長
　
広
島
県
と
連
携

を
密
に
し
、
被
害
の
発

生
状
況
を
共
有
す
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
被
害
対

策
を
講
じ
た
い
と
考
え
て
い

る
。 答

　
議
会
報
告
会
で
も
要
望
が

出
さ
れ
た
こ
と
は
議
長
か
ら

報
告
を
受
け
て
お
り
、
物
価

高
騰
に
よ
り
家
計
支
援
の
意

味
か
ら
通
院
時
に
お
け
る
料

金
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討

を
指
示
し
た
。
今
後
住
民
の

皆
さ
ま
や
事
業
者
の
方
の
ご

意
見
を
お
聞
き
し
地
域
公
共

交
通
協
議
会
で
方
向
性
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

通
い
の
場
、
認
知
症
予
防

カ
フ
ェ
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ふ

れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
事
業
と
は

別
に
介
護
保
険
の
中
で
活
用

で
き
る
制
度
が
あ
る
の
で
検

討
し
た
い
。

	
総
務
課
長

本
年
６
月
の
運
賃
値
上

げ
に
よ
り
財
政
負
担
も
増
え

て
い
る
。

　
町
全
体
の
公
共
交
通
見
直

し
を
す
る
た
め
11
月
～
12
月

に
か
け
て
公
共
交
通
利
用
者

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
す
る
。

答

ふれあいタクシーで通院

ナラ枯れ被害の発生

一般質問
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問

答

防災道の駅への
取り組みは

国土強靭化計画に
基づき推進

寄
よ り

定
さ だ

　秀
ひ で

幸
ゆ き

  議員
	

気
候
変
動
対
応
農
業
の

方
向
性
と
環
境
保
全
型

農
業
へ
の
取
り
組
み
は
。

	

町
長
　
本
年
５
月
、「
オ
ー	

ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
」
を

宣
言
し
、「
緑
の
食
糧
シ
ス
テ

ム
戦
略
」に
よ
る
環
境
に
配

慮
し
た
農
業
を
推
進
し
て
い

る
。

	

本
格
的
な
有
害
鳥
獣
対

策
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

	

町
長
　
有
害
鳥
獣
対
策

協
議
会
と
協
議
し
対
策

を
実
施
し
て
き
た
。

　

本
年
は
、
ド
ロ
ー
ン
を
活

環
境
保
全
型

農
業
政
策

問答有
害
鳥
獣
対
策

問答

	

道
の
駅
を「
防
災
道
の

駅
」と
し
て
機
能
強
化

し
整
備
、充
実
す
べ
き
で
は
。

	

町
長
　
本
町
の「
国
土

強
靭
化
地
域
計
画
」で

帰
宅
困
難
者
対
策
に
必
要
な

施
設
と
し
て
、
道
の
駅
の
防

災
機
能
を
整
備
す
る
計
画
を

盛
り
込
ん
で
い
る
。

　
広
域
的
な
防
災
拠
点
と
し

て
の
認
定
に
向
け
、
引
き
続

き
国
土
交
通
省
や
県
と
調
整

を
進
め
た
い
。

問答

用
し
た
実
証
実
験
を
予
定
し

て
い
る
。

　
捕
獲
と
自
衛
対
策
の
両
面

の
強
化
が
必
要
で
あ
り
、
人

材
育
成
に
取
り
組
む
。

	

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
現
状
と
課
題
は
。

	

教
育
長
　一人一台
端
末

の
活
用
は
授
業
を
中
心

に
行
って
い
る
。

　

学
校
間
の
利
用
格
差
へ
の

課
題
も
さ
ま
ざ
ま
あ
る
。
情

報
活
用
能
力
に
つ
い
て
も
教

員
に
よ
って
差
が
あ
る
。

　
各
学
校
と
連
携
し
、
現
状

を
よ
く
把
握
す
る
と
と
も
に

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
た
い
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル

問答

国
会
要
望
お
よ
び
各
省
庁
と
の

合
同
勉
強
会

国
会
へ
要
望
書
提
出

　

入
江
町
長
と
議
員
全
員
で
、広
島

県
選
出
の
国
会
議
員
へ
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、地
方
交
付
税
所
要
額
の

確
保
、タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
へ
の
財

政
支
援
な
ど
。

総
務
省・国
土
交
通
省

　
集
落
支
援
員
な
ど
過
疎
対
策
の
説

明
を
受
け
、各
地
の
地
域
交
通
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
報
告
が
さ
れ
た
。

担
当
課
長
は
、数
年
前
に
神
石
高
原

町
へ
来
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、当
町

の
実
情
は
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
た
。

日
付
：
７
月
27
日・28
日

場
所
：
衆
議
院
議
員
会
館

農
林
水
産
省
農
村
振
興
局

　
中
山
間
地
域
の
直
接
支
払
制
度
に

つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
。神
石
高

原
町
出
身
の
井
上
課
長
補
佐
、中
末

係
長
も
来
ら
れ
、な
る
べ
く
使
い
や

す
い
事
業
に
し
た
い
と
言
わ
れ
て
い

た
。
現
在
、各
省
庁
と
の
つ
な
が
り

が
密
で
あ
る
が
、切
れ
な
い
よ
う
に

毎
年
合
同
で
の
勉
強
会
の
必
要
性
を

強
く
感
じ
た
。

箱ワナで捕獲したイノシシ

一般質問
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買
い
物
弱
者
支
援

 

（
高
知
県
日
高
村
）

　
日
高
村
は
、面
積
は
44・85
㎢
で

人
口
約
４
８
０
０
人
、高
齢
化
率

は
43・５
％
で
あ
る
。

　

買
い
物
弱
者
支
援
の
取
り
組
み

と
し
て
は
、一部
地
域
に
お
い
て
、買

い
物
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
業
務
委
託
し
利

用
者
か
ら一回
１
０
０
円
の
負
担
を

頂
き
運
営
し
て
い
る
。

　

配
達
時
の
会
話
に
よ
り
健
康
見

守
り
や
高
齢
者
の
孤
立
防
止
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。　

課
題
は
、利
用

者
の
増
加
や
広
範
囲
の
移
動
に
な

る
と
運
営
が
厳
し
く
な
る
。
ま
た
、

支
援
者
の
確
保
や
買
い
物
支
援
事

業
費
の
増
額
の
検
討
を
行
う
必
要

が
あ
る
。

　
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、名
産
の
ト

マ
ト
を
活
用
し
た
加
工
品
を
作
る

事
か
ら
始
ま
り
、さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で

あ
る
。

「
村
ま
る
ご
と
デ
ジ
タ
ル
化�

�

事
業
」

 

（
高
知
県
日
高
村
）

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
率
１
０

０
％
を
目
指
し
て
い
る
。

　

生
活
の
質
の
向
上
に
向
け
て
、

「
健
康
」「
防
災
」「
情
報
」の
３
分

野
に
関
し
て
取
り
組
み
が
す
す
め

ら
れ
て
い
る
。

　

民
間
企
業
と
連
携
し
、健
康
ア

プ
リ
を
開
発
し
、歩
数・血
圧・体

重・体
調
な
ど
が
管
理
で
き
る
。　

現
在
の
ス
マ
ホ
実
質
普
及
率
は

86
％
と
な
っ
て
い
る
。
ス
マ
ホ
教
室

や
体
験
会
な
ど
を
継
続
し
て
開
催

し
て
い
る
が
、参
加
者
が
少
な
い
た

め
、実
施
方
法
な
ど
の
検
討
を
行
っ

て
い
る
。

こ
う
ち
こ
ど
も
フ
ァ
ン
ド

�

（
高
知
市
）

　

民
間
企
業
や
住
民
か
ら
の
寄
付

で
、子
ど
も
た
ち
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
活
動
に
助
成
を
行
って
い
る
。

　

応
募
は
、市
内
在
住
の
18
歳
以

下
の
子
ど
も
３
人
以
上（
2
世
帯

以
上
の
子
ど
も
で
構
成
さ
れ
る
事
）

と
サ
ポ
ー
ト
す
る
20
歳
以
上
の
大

人
２
人
以
上
が
必
要
。
住
ん
で
い

る
地
域
や
学
校
の
周
り
を
も
っ
と

楽
し
く
、暮
ら
し
易
い
と
こ
ろ
に
す

る
活
動
で
あ
る
こ
と
が
条
件
。

　

子
ど
も
た
ち
の
提
案
が
実
際
の

活
動
へ
と
つ
な
が
り
、子
ど
も
た
ち

の
視
点
に
立
っ
た
活
動
を
支
援
し
て

い
く
事
で
、誰
に
と
っ
て
も
住
み
や

す
く
、優
し
い
ま
ち
が
築
か
れ
て
い

く
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
で
あ
る
。

★
ま
と
め

　

買
い
物
弱
者
支
援
に
つ
い
て
は
、

本
町
は
、ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
制
度

や
見
守
り
支
援
、民
間
事
業
者
に

よ
る
移
動
販
売
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

根
本
的
に
買
い
物
弱
者
支
援
対
策

を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

ウ
ェア
ラ
ブ
ル
端
末
を
活
用
し
た
予

防
医
療
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、�

ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
率
を
上
げ
る

こ
と
も
大
事
で
あ
る
。

　

今
年
度
は
、目
標
の
２
０
０
人

を
対
象
と
し
た
事
業
実
施
に
よ
り
、

医
療
費
削
減
へ
と�

結
び
付
く
よ
う

期
待
す
る
。

　
こ
う
ち
こ
ど
も
フ
ァ
ン
ド
の
取
り

組
み
は
、す
ば
ら
し
い
が
、本
町
で

は
、次
世
代
議
会
が
行
わ
れ
て
い
る

の
で
、提
案
さ
れ
た
施
策
の
実
現
に

期
待
す
る
。

総務文教常任委員会調査日：令和５年７月 10・11 日

どう活かす 先進地視察

日高村での研修

委員会報告
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産業建設常任委員会
農
業
用
水
路
を
活
用
し
た

小
型
低
落
差
用
水
力
発
電

 

（
岡
山
県
真
庭
市・西
粟
倉
村
）

①�
真
庭
市
蒜
山
吉
森
美
田
野
地
区

農
業
用
水
路
を
活
用
し
た
小
型

低
落
差
用
水
力
発
電

　
こ
の
地
区
の
小
型
低
落
差
用
水

力
発
電
は
、真
庭
市
が
モ
デ
ル
的
に

導
入
し
た
事
案
。

　
水
田
耕
作
時
期
に
使
用
す
る
水

路
か
ら
取
水
し
落
差
2・4
メ
ー
ト

ル
出
力
は
３
０
０
～
１
０
０
０ｗ
の

発
電
。

　

冬
期
は
、融
雪
水
路
な
ど
に
活

用
す
る
の
で
、４
月
か
ら
10
月
ま
で

の
稼
働
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
メ
ー

カ
ー
が
行
い
、水
路
の
取
水
口
の
清

掃
な
ど
維
持
管
理
は
地
元
が
行
っ

て
い
る
。

　
全
量
売
電
し
、一定
額
を
地
域
の

活
動
資
金
と
し
て
市
が
地
元
に
交

付
し
て
い
る
。

②
西
粟
倉
村
大お
お
茅が
や
地
区

　
水
力
発
電
の
開
発
企
業
が
大
茅

地
区
活
性
化
協
議
会
の
活
動
拠
点

に
隣
接
し
た
頭
首
工
か
ら
の
用
水

路
に
設
置・試
験
発
電
を
実
施
中

で
あ
る
。

　

仕
様
は
、落
差
2・5
ｍ
、流
量

０・25ｍ
／
秒
、定
格
出
力
１・５
kw

で
、全
量
売
電
し
て
い
る
。

　
施
設
使
用
料
と
し
て
活
性
化
協

議
会
に
売
電
金
額
の一部
を
交
付
し
、

地
域
の
文
化
行
事
や
交
流
活
動
な

ど
に
活
用
さ
れ
地
域
づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
る
。

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
設
置
に

関
す
る
調
査
研
究

�

（
兵
庫
県
加
東
市
）

　
こ
の
地
区
の
取
り
組
み
は
、営
農

型
太
陽
光
発
電
で
、農
地
を
活
用

し
た
ソ
ー
ラ
ー
シェア
リ
ン
グ
で
あ
る
。

　
１
５
０
０
㎡
の
農
地
の
頭
上
に

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、パ
ネ
ル

の
下
で
農
作
物
を
栽
培
す
る
方
法

で
あ
る
。

　
こ
の
地
区
は
、ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

の
下
に
ポ
ッ
ト
式
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
４

０
０
ポ
ッ
ト
、遮
光
率
45
％
で
栽
培

し
て
い
る
。

★
ま
と
め

　
農
業
用
水
路
を
活
用
し
た
小
型

低
落
差
用
水
力
発
電
は
、中
国
電

力
配
線
に
系
統
連
携
で
の
売
電
を

行
って
い
る
。
24
時
間
の
発
電
が
可

能
で
あ
り
売
電
価
格
が
ソ
ー
ラ
ー

発
電
よ
り
も
高
く
利
点
で
あ
る
。

　
西
粟
倉
村
大
茅
地
区
は
平
成
26

年
12
月
に
運
転
開
始
し
、途
中
豪

雨
災
害
で
中
断
し
た
が
、６
年
半
の

運
転
実
績
で
投
資
回
収
が
59
％
の

状
況
で
あ
る
。
農
業
用
水
路
に
設

置
す
る
こ
と
で
、土
地
改
良
区
や
農

業
団
体
な
ど
の
農
地・農
業
用
施
設

の
維
持
管
理
経
費
、地
域
活
動
の

取
り
組
み
な
ど
に
活
用
が
期
待
で

き
る
。
設
置
コ
ス
ト
の
課
題
は
あ
る

が
、本
町
で
の
水
資
源
の
有
効
活
用

を
図
る
た
め
補
助
制
度
の
創
設
を

含
め
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
取
り

組
み
は
、栽
培
す
る
作
物
に
よ
っ
て

遮
光
率
を
調
整
す
る
必
要
は
あ
る

が
、新
し
い
農
地
の
活
用
方
法
と
し

て
今
後
期
待
で
き
る
。

調査日：令和５年８月３・４日

どう活かす 先進地視察

ブルーベリーのポット栽培

西粟倉村大茅地区の小水力発電

委員会報告
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神石高原町長及び議会議員選挙の公費負担の一部改正
内　　容：選挙運動用自動車借入れ　燃料費　選挙運動用ビラ・ポスター作成

全会
一致

財産の取得
物 品 名：消防ポンプ自動車（CD-１型）
所　　在：三和方面隊第２分団第２部
契約金額：2360万円
契 約 者：有限会社サンワオートサービス
納　　期：令和６年６月30日

全会
一致

物 品 名：架装トラック1.35t（配送車）３台
所　　在：三和給食共同調理場
契約金額：2099万円
契 約 者：有限会社神石ミニカー商会
納　　期：令和６年７月31日

全会
一致

指定管理者の指定
施　設　名：神石高原町立くるみ保育所
指定管理者：社会福祉法人東城有栖会
期　　　間：令和６年４月１日から
　　　　　　令和11年３月31日

賛成
多数

施　設　名：神石高原町立病院
指定管理者：社会医療法人社団陽正会
期　　　間：令和６年４月１日から
　　　　　　令和11年３月31日

全会
一致

決主な条例の一部改正こんなことこんなことがが決まった決まったよよ
条例制定・改正

議員賛否表（賛否の分かれた議案のみ）	 ○＝賛成　×＝反対　欠＝欠席

議　　　案　　　名
寄
定
　
秀
幸

藤
田
　
晃
己

木
野
山
孝
志

小
川
　
清
治

久
保
田
龍
泉

横
山
　
素
子

林
　
　
憲
志

小
川
　
善
久

柏
床
　
由
夫

橋
本
議
長

くるみ保育所の指定管理者の指定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × －
議長は採決に加わらない

要
望
書
を
提
出

　
９
月
26
日
に
、
橋
本
議
長
、
寄
定
副
議
長
が
入
江
町
長
に
対
し
、

議
会
か
ら
の
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
　
　
内　
容

　
本
年
６
月
27
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
実
施
し
た
議
会
報
告
会
・
議

員
と
の
対
話
集
会
で
の
、
貴
重
な
ご
意
見
の
中
か
ら
、
総
務
文
教
常

任
委
員
会
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
し
た
案
件
に
つ
い
て
、

調
査
、
検
討
結
果
の
報
告
が
あ
り
、
そ
の
報
告
書
を
も
と
に
議
員
全

員
で
協
議
し
、次
の
事
項
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

　
　
　
記

１	　
買
い
物
支
援
と
し
て
移
動
販
売
車
の
維
持
管
理
経
費
を
含
め
た

補
助
を
行
う
こ
と
。

２	　
畜
産
農
家
の
飼
料
価
格
高
騰
対
策
と
し
て
、
町
独
自
の
補
助
を

追
加
す
る
こ
と
。

３	　
予
算
、人
的
整
備
を
含
め
、有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

工事請負契約の締結・変更
工 事 名：神石小学校体育館改修工事
理　　由：工事前の調査で分からな
　　　　　かった雨漏りに係る追加工事

請負金額：6585万円を7158万円に変更
請 負 者：株式会社道下工務店
工　　期：至　令和５年12月28日

全会
一致

町長・副町長へ要望書を提出する議長・副議長

条例改正など
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議
員
発
議

教
職
員
定
数
の
改
善
及
び

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
負
担
割
合
引
き
上
げ

を
求
め
る
意
見
書

　
教
育
環
境
改
善
と
、
学
校
の
働
き

方
改
革
を
実
現
す
る
た
め
、
加
配
教

員
の
増
員
や
少
数
職
種
の
配
置
増
な

ど
教
職
員
定
数
改
善
と
、
教
育
の
機

会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る

た
め
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

負
担
割
合
の
引
き
上
げ
る
こ
と
。

提
出
者�

　
柏
床
　
由
夫 

議
員

賛
成
者�

　
木
野
山
孝
志 

議
員

ま
ち
の
声

●�

い
つ
も
広
報
を
送
っ
て
い
た
だ
き

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
駅
家
の

方
に
い
て
も
ジ
ン
セ
キ
の
い
ろ
い

ろ
な
ニ
ュ
ー
ス
が
よ
く
わ
か
っ
て

楽
し
み
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
す
ま
す

の
神
石
の
活
性
化
を
応
援
し
て
い

ま
す
。

●�

豊
か
な
人
づ
く
り
の
た
め
に
ど
ん

ど
ん
神
石
で
能
力
を
発
揮
で
き
る

人
を
U
タ
ー
ン
さ
せ
力
を
役
立
て

て
頂
き
た
い
。
ま
ず
は
人
口
増
加

に
力
を
入
れ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

●�

夏
も
ま
っ
さ
か
り
に
な
り
ま
し
た
。

熱
中
症
に
負
け
な
い
で
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

議
会
ク
イ
ズ
に
た
く
さ
ん
の

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
皆
様
か
ら
い
た
だ

い
た
声
を
受
け
と
め
、
前
向

き
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

①  

こ
う
げ
ん 

通
貨
贈
呈

② �

議
員
と
の�

対
話 

集
会

③ 

第
３
セ
ク
タ
ー�

経
営 

状
況

ク
イ
ズ
の
答
え

神
石
地
区 　
横
山　
寿
恵 

さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

❶ 一般会計・特別会計を 黒字 で○○認定
❷ ○○○保育所の指定管理
❸ ○○○○タクシー料金の見直しを

空欄に適切な言葉
をいれてください議会クイズ

G I K A I � Q U I Z
第58回

議会広報をよく読んでね!ヒント
●応募方法	
　�ハガキに「答え・住所・氏名（ふりがな）・年齢」議会への要望・ご意見な
ども記入してください。（メールFAX可）
　�正解者多数の場合は厳正な抽選により、1人の方に5000円分のこうげ
ん通貨券をお送りいたします。
　�応募は、1人・1通に限らせていただきます。
●あて先
　〒720-1522 神石高原町小畠1701番地
　神石高原町議会事務局「第58回議会クイズ係宛」
●FAX　85-4201
●メールアドレス　jk-gikai@town.jinsekikogen.hiroshima.jp
●締め切り� ・はがき 令和５年11月10日（金）消印有効
� ・メール 令和５年11月10日（金）17時締切
●個人情報の取り扱いについて
　�ご記入いただきました個人情報は、賞品発送および『まちの声』など
の目的以外には利用いたしません。

第
57
回

議
会
ク
イ
ズ
当
選
者

議
会
ク
イ
ズ
の
解
答
と
共
に
寄
せ

ら
れ
た
要
望
・
意
見
・
感
想
な
ど

主
な
も
の

まちの声
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９

－

３
３
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 
０
８
４
７

－

８
５

－

４
２
０
１

■
発
行
責
任
者　
議
長　
橋
本
輝
久

■
住
所
／
広
島
県
神
石
郡
神
石
高
原
町
小
畠
一
七
〇
一

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています

今
年
も
、暑
い
長
い
夏
で
し
た
ね
。米

の
収
穫
も
終
わ
り
、紅
葉
の
時
期
を
迎
え

ま
し
た
。

９
月
議
会
で
は
、令
和
４
年
度
の
決
算

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５

月
か
ら
第
５
類
に
移
行
に
な
り
、議
会
活

動
も
ほ
ぼ
平
常
時
に
戻
り
ま
し
た
。

わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
今
後

も
努
力
し
て
い
き
ま
す
。�

（
柏
）

表紙の紹介

地域おこし協力隊の原冬次郎さんと、森野杏
菜さん。備後ジビエ製作所で有害鳥獣の解体
処理の実習をしています。

生
涯
学
習
・社
会
教
育
の
拠
点
に

　

油
木
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
分
室

「
に
し
か
わ
」で
は
、「
小
さ
な
展
示

室
」と
し
て
分
室
の
一
室
を
開
放
し

て
い
ま
す
。こ
れ
は
地
域
の
方
々
の

学
習
活
動
の
成
果
や
趣
味・コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
発
表
の
場
と
し
て
設
け
た

も
の
で
、令
和
３
年
６
月
以
来「
化

石
標
本
」「
昆
虫
標
本
」「
玩
具・お
ま

け・レ
コ
ー
ド・雑
誌
」「
高
校
野
球
」

な
ど
、様
々
な
分
野
の「
学
び
や
蒐し

ゅ
う

集し
ゅ
う

の
成
果
」を
展
示
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、「
生
涯
の
い
つ
で
も

自
由
に
学
習
機
会
を
選
択
し
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、そ
の
成
果
が
適
切
に

評
価
さ
れ
生
か
さ
れ
る
」と
い
う「
生

涯
学
習
社
会
」を
微
力
な
が
ら
具
現

化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
今
年
度
は
８
月
よ
り「
山
田
寿
秀

広
島
東
洋
カ
ー
プ
福
山
応
援
団
元
団

長
」の
協
力
で
、「
赤
ヘ
ル
軍
団
激
闘

の
記
憶
展
」を
11
月
６
日（
月
）ま
で

開
催
し
て
い
ま
す
。ま
さ
に
生
涯
を

か
け
て
応
援
団
と
し
て
カ
ー
プ
球
団

や
選
手
と
係
わ
っ
て
き
た
50
年
に
も

お
よ
ぶ
記
録
で
す
。（
破
れ
た
応
援

太
鼓
・
応
援
ハ
ッ
ピ
な
ど
、本
物
な

ら
で
は
の
存
在
感
で
す
）

　
期
間
中
に
は
新
聞
社
の
取
材
も
あ

り
、新
聞
を
読
ん
だ
町
内
外
の
方
々

が
何
組
も「
に
し
か
わ
」を
訪
れ
、山

田
氏
の
活
動
の
記
録
に
感
激
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
「
に
し
か
わ
小
さ
な
展
示
室
」が
、

新
た
な
気
づ
き・学
び・活
動
へ
の
動

機
付
け
と
な
り
、地
域
の
方
々
の
よ

り
主
体
的
な
学
び
や
活
動
に
貢
献
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※�

過
去
の
展
示
会
の
様
子
は
、油
木

協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長　
　
小
川　
善
久

副
委
員
長　
　
柏
床　
由
夫

委　
　
員　
　
橋
本　
輝
久

委　
　
員　
　
寄
定　
秀
幸

委　
　
員　
　
久
保
田
龍
泉

油木協働支援センター
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